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一 ． は じ め に  

活 動 時 期 が 盛 期 ル ネ サ ン ス か ら マ ニ エ リ ス ム へ の 転 換 期 と 重 な る ア ン

ト ニ オ ・ ア ッ レ グ リ ・ ダ ・ コ レ ッ ジ ョ の 研 究 は 、 バ ロ ッ ク 様 式 を 予 見 さ

せ る 芸 術 的 特 質 や 、拠 点 と し た パ ル マ の あ る エ ミ リ ア 地 方 と 当 時 の 芸 術・

文 化 の 中 心 地 ロ ー マ と の 関 係 等 、ヴ ァ ザ ー リ 1以 来 、メ ン グ ス 2、ブ ル ク ハ

ル ト 3、リ ッ チ 4、リ ー グ ル 5、ド ヴ ォ ル シ ャ ッ ク 6、ヴ ェ ン ト ゥ ー リ 7、ロ ン

ギ 8を 経 て 、グ ー ル ド 9、エ ク サ ー ジ ャ ン 1 0ら 近 年 の 研 究 者 に 至 る ま で 、様

                                                   
1  G .  Va s a r i ,  L e  v i t e  d e ’ p i ù  e c c e l l e n t i  p i t t o r i ,  s c u l t o r i  e  a r c h i t e t t o r i ,  1 5 6 8 ,  L .  

C a r l o ,  L .  R a g g h i a n t i  ( a  c u r a  d i ) ,  M i l a n o ,  1 9 7 1 - 1 9 7 8 ,  t o m o .  I V.  ( G .  ヴ ァ ザ ー リ

『 美 術 家 列 伝 』 第 三 巻 、 森 田 義 之 他 監 修 、 中 央 公 論 美 術 出 版 、 2 0 1 5 年 )。 ル ネ

サ ン ス の 中 で も 最 も 近 代 的 と 見 な さ れ る コ レ ッ ジ ョ の 様 式 を 最 初 に 議 論 の 俎

上 に 載 せ 、 レ オ ナ ル ド や ラ フ ァ エ ッ ロ と 同 じ 第 三 期 の 人 々 の 様 式 「 マ ニ エ ラ ・

モ デ ル ナ 」 に 分 類 し た の は ヴ ァ ザ ー リ で あ っ た 。 彼 は 、 コ レ ッ ジ ョ を 「 ロ ン バ

ル デ ィ ア で 当 代 の 様 式 を 始 め た 最 初 の 人 」 と 位 置 付 け る 。  
2  こ こ で は 、 版 を 重 ね て 出 版 さ れ た メ ン グ ス の 著 作 集 の 中 で も 以 下 の も の を

参 照 し た 。 A .  R .  M e n g s ,  O p e r a  d i  A n t o n i o  R a f f a e l l o  M e n g s  p r i m o  p i t t o r e  d e l l a  

m a e s t a  d e l  R e  C a t t o l i c o  C a r l o  I I I ,  Ve n e z i a ,  1 7 8 3 .   
3  J .  B u r c k h a r d t ,  D e r  C i c e r o n e ,  e i n e  a n l e i t u n g  z u m  g e n u s s  d e r  k u n s t w e r k e  

i t a l i e n s ,  B a s e l ,  1 8 5 5 .  
4  C .  R i c c i ,  A n t o n i o  A l l e g r i  d a  C o r r e g g i o :  H i s  L i f e ,  h i s  F r i e n d s ,  a n d  h i s  T i m e ,  t r a n s .  

F.  S i m m o n d s ,  2  v o l s ,  L o n d o n ,  1 8 9 6 .  
5  A .  R i e g l ,  D i e  E n t s t e h u n g  d e r  B a r o c k k u n s t  i n  R o m ,  Wi e n ,  1 9 0 8 .  ( A .  リ ー グ ル 、

『 ロ ー マ に お け る バ ロ ッ ク 芸 術 の 成 立 』 蜷 川 順 子 訳 、中 央 公 論 美 術 出 版 、 2 0 0 9

年 ）。  
6  M .  D v o ř á k ,  G e s c h i c h t e  d e r  i t a l i e n i s c h e n  K u n s t  i m  Z e i t a l t e r  d e r  R e n a i s s a n c e ,  

M ü n c h e n ,  1 9 2 7 - 2 9 .  ( M .  ド ヴ ォ ル シ ャ ッ ク『 イ タ リ ア・ル ネ サ ン ス 美 術 史 』下 巻 、

中 村 茂 夫 訳 、 岩 崎 美 術 社 、 1 9 6 9 年 ）。  
7  コ レ ッ ジ ョ に 関 す る ヴ ェ ン ト ゥ ー リ の 論 考 は 数 多 い が 、特 に 、画 家 の ロ ー マ

旅 行 の 問 題 を 取 り 上 げ た 論 文 と し て 、 A .  Ve n t u r i ,  “ U n  d o c u m e n t o  d e l  v i a g g i o  a  

R o m a  d i  A n t o n i o  A l l e g r i ,  d e t t o  i l  C o r r e g g i o ” ,  i n  L ’ A r t e ,  2 6 ,  1 9 2 3 ,  p p .  2 3 0 - 2 3 2 .  
8  R .  L o n g h i ,  ” L e  f a s i  d e l  C o r r e g g i o  g i o v i n e  e  l ’ e s i g e n z a  d e l  s u o  v i a g g i o  r o m a n o ” ,  

i n  P a r a g o n e ,  V I I I ,  1 9 5 8 ,  p p .  3 4 - 5 3 .  (「 若 き コ レ ッ ジ ョ の 形 成 過 程 と ロ ー マ 旅 行

の 要 請 」『 ア ッ シ ジ か ら 未 来 派 ま で 』 岡 田 温 司 監 訳 、 中 央 公 論 美 術 出 版 、 1 9 9 8

年 、 2 5 9 - 2 8 5 頁 )。  
9  C .  G o u l d ,  T h e  P a i n t i n g s  o f  C o r r e g g i o ,  L o n d o n ,  1 9 7 6 .  
1 0  D .  E k s e r d j i a n ,  C o r r e g g i o ,  N e w  H a v e n ,  L o n d o n ,  1 9 9 7 .  
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式 論 的 批 評 や 考 察 が 主 流 と な る 。 他 方 で 、 キ リ ス ト 教 的 主 題 を は じ め 、

カ メ ラ・デ ィ・サ ン・パ オ ロ の 装 飾 や「 ユ ピ テ ル の 愛 」を 主 題 と す る 神 話

画 、 イ ザ ベ ッ ラ ・ デ ス テ の ス ト ゥ デ ィ オ ー ロ を 飾 っ た 寓 意 画 等 、 多 種 多

様 な 題 材 を 扱 っ た 彼 の 一 部 の 作 品 に 関 し て は 、 パ ノ フ ス キ ー 1 1ら に よ っ

て 図 像 解 釈 学 的 研 究 も 行 わ れ て き た 。 だ が 、 そ れ ら の 論 考 の 多 く は 個 々

の モ テ ィ ー フ の 意 味 や 主 題 の 理 解 に 限 定 さ れ る 傾 向 に あ り 、 画 家 が 錬 成

し た 構 想 や 創 意 に 基 づ く 包 括 的・総 合 的 な 考 察 は 十 分 に 行 わ れ て い な い 。 

こ う し た 状 況 に 対 し 、 最 近 の 研 究 で は 、 従 来 取 り 上 げ ら れ て き た 種 々

の 観 点 を 切 り 離 さ ず 、 祭 壇 画 を 中 心 に 、 主 題 の 神 学 的 ・ 思 想 的 背 景 を 基

盤 と す る 表 現 と 内 容 、 さ ら に そ れ ら と 観 者 の 鑑 賞 体 験 、 ま た 、 批 評 史 か

ら 導 き 出 さ れ る コ レ ッ ジ ョ の 芸 術 的 特 質 と 礼 拝 や 祈 念 な ど 作 品 に 求 め ら

れ た 宗 教 的 機 能 と を 緊 密 に 結 び 付 け な が ら 個 別 作 品 の 理 解 を 深 め よ う と

す る 動 向 が 見 ら れ る 。ペ リ テ ィ（ 2 0 0 2）は 、コ レ ッ ジ ョ の 形 体 に 、注 文 主

（ 観 者 ） の 思 想 や 宗 教 的 信 念 を 読 み 取 る と 同 時 に 、 1 6 世 紀 初 頭 の 北 イ タ

リ ア の 歴 史 的 、 宗 教 的 、 文 化 的 コ ン テ ク ス ト を 浮 か び 上 が ら せ よ う と す

る 。一 例 を 挙 げ る な ら ば 彼 女 は 、ヴ ァ ザ ー リ 、ア ン ニ バ ー レ・カ ラ ッ チ 、

メ ン グ ス ら が そ の 色 彩 の 美 し さ を 愛 で 、 リ ー グ ル や ド ヴ ォ ル シ ャ ッ ク が

観 者 の 主 観 的 視 点 を 問 題 と し て い た《 聖 ヒ エ ロ ニ ム ス の 聖 母 》（ 図 1）に

お け る キ リ ス ト と 、 聖 女 マ グ ダ ラ の マ リ ア 及 び 聖 ヒ エ ロ ニ ム ス と の 関 係

に 、 注 文 主 で あ る パ ル マ の 貴 婦 人 オ ッ タ ヴ ィ ア ー ノ ・ ベ ル ゴ ン ツ ィ の 寡

婦 ド ン ナ ・ ブ リ セ イ デ ・ コ ッ ラ の 属 し て い た 1 6 世 紀 の パ ル マ の 宗 教 的 ・

人 文 主 義 的 状 況 ― ― 特 に 、 神 と 個 人 の 関 係 、 と り わ け 義 認 に 関 す る エ ラ

ス ム ス の 思 想 ― ― の 反 映 を 認 め る 1 2。  

ま た 、 シ ュ タ イ ン ハ ル ト ＝ ヒ ル シ ュ （ 2 0 0 8） は 、 こ れ ま で 主 と し て 北

                                                   
1 1  E .  P a n o f s k y,  T h e  I c o n o g r a p h y  o f  C o r r e g g i o ’s  C a m e r a  d i  s a n  P a o l o ,  L o n d o n ,  

1 9 6 1 .  
1 2  G .  P e r i t i ,  “ N o t a  s u l l a  ‘ m a n i e r a  m o d e r n a ’ d i  C o r r e g g i o  a  P a r m a ” ,  i n  

P a r m i g i a n i n o  e  i l  m a n i e r i s m o  e u r o p e o :  A t t i  d e l  C o n v e g n o  i n t e r n a z i o n a l e  d i  s t u d i ,  

P a r m a  1 3 - 1 5 .  g i u g n o ,  2 0 0 2 ,  L .  F.  S c h i a n c h i  ( a  c u r a  d i ) ,  2 0 0 2 ,  M i l a n o ,  p p .  2 9 8 - 3 0 3 .  

同 著 者 の 以 下 の 研 究 に お い て も 、同 様 の 問 題 意 識 か ら コ レ ッ ジ ョ 芸 術 に つ い て

考 察 さ れ る 。 G .  P e r i t i ,  A n t o n i o  A l l e g r i  o f  C o r r e g g i o :  P r i v a t e  A r t ,  R e c e p t i o n  a n d  

T h e o r i e s  o f  I n v e n t i o n  i n  E a r l y  S i x t e e n t h - C e n t u r y  E m i l i a n  P a i n t i n g ,  B a l t i m o r e ,  

2 0 0 3 .  
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方 の 芸 術 や 同 時 代 の イ タ リ ア 絵 画 と の 関 係 等 、 造 形 的 観 点 か ら 考 察 さ れ

て き た《 羊 飼 い の 礼 拝 》1 3（ 図 2）を 対 象 に 、ア ル ベ ル テ ィ や レ オ ナ ル ド・

ダ・ヴ ィ ン チ の 絵 画 論 、ヴ ァ ザ ー リ の 記 述 に 照 ら し な が ら 本 作 品 の 色 彩 、

明 暗 、 感 情 表 現 を 観 察 し 、 そ こ で 浮 き 彫 り に し た 本 作 品 の 美 的 特 質 を 、

画 家 と 密 接 な 関 係 を 結 ん で い た カ ッ シ ー ノ 会 の 神 学 と 関 連 付 け て 解 釈 す

る 1 4。即 ち 、体 内 か ら 神 的 光 を 放 つ キ リ ス ト を 構 図 の 中 心 に 据 え 、世 の 闇

を 照 ら す か の よ う に そ こ を 画 面 内 の 光 源 と 一 致 さ せ た 着 想 に 、 カ ッ シ ー

ノ 会 士 イ シ ド ロ ・ ク ラ リ オ や エ ウ セ ビ オ ・ ヴ ァ レ ン テ ィ ー ノ に よ る 神 の

恩 寵 に 関 す る 見 解 と の 類 比 性 を 指 摘 す る 。  

注 文 主 と 画 家 を 取 り 巻 く 歴 史 的 コ ン テ ク ス ト を 作 品 分 析 の た め の 基 軸

と し た ペ リ テ ィ 、 絵 画 の 図 像 的 特 徴 を 画 家 自 身 の 宗 教 的 信 条 と の 結 び つ

き か ら 解 釈 し た シ ュ タ イ ン ハ ル ト ＝ ヒ ル シ ュ に 対 し 、 ス ウ ィ ッ ツ ィ ア ー

（ 2 0 1 2） は 、 レ オ ナ ル ド を は じ め と す る ル ネ サ ン ス の 自 然 主 義 、 ロ ン バ

ル デ ィ ア 地 方 の 経 験 主 義 、 修 辞 学 的 伝 統 等 に 目 を 配 り つ つ 、 ヴ ァ ザ ー リ

以 来 の 批 評 的 考 察 に お い て 示 さ れ て き た コ レ ッ ジ ョ の 造 形 的 特 徴 を 1 6

世 紀 絵 画 史 の 文 脈 に 位 置 付 け 、 そ の 絵 画 様 式 に よ っ て も た ら さ れ る 観 者

の 感 覚 に 訴 え か け る 直 接 性 （ e m o t i o n a l  i m m e d i a c y ） や 主 観 性 の 表 現

（ e x p r e s s i o n  o f  s u b j e c t i v i t y） を 、 宗 教 改 革 前 夜 の イ タ リ ア に お い て 宗 教

画 に 求 め ら れ た 礼 拝 ／ 祈 念 上 の 機 能 と の 関 係 か ら 論 じ る 1 5。  

彼 女 た ち の 研 究 に よ り 、 個 々 の 絵 画 作 品 ご と に コ レ ッ ジ ョ の 総 合 的 な

構 想 に 光 が 当 て ら れ つ つ あ る 。 こ の よ う な 研 究 動 向 を 踏 ま え 、 筆 者 も ま

た 、パ ル マ の サ ン・ジ ョ ヴ ァ ン ニ・エ ヴ ァ ン ジ ェ リ ス タ 聖 堂 の 天 井 画（ 図

3）を 対 象 と し て 、形 体 と 内 容 が 緊 密 に 結 び 付 い た 本 作 品 に お け る 画 家 の

創 意 を 考 察 し て き た 。 こ れ に 基 づ き 、 本 稿 で は 、 祭 壇 画 や 祈 念 画 を 主 と

し た ペ リ テ ィ ら の 論 考 で は 十 分 に 扱 わ れ て こ な か っ た 、 聖 堂 建 築 と 一 体

化 し た 天 井 画 を 取 り 上 げ て 、 新 し い 研 究 成 果 に よ っ て 刷 新 さ れ つ つ あ る

                                                   
1 3  本 作 品 は 1 5 2 2 年 1 0 月 2 4 日 、 ア ル ベ ル ト ・ プ ラ ト ネ ー ロ か ら 制 作 を 依 頼 、

1 5 3 0 年 に レ ッ ジ ョ・エ ミ リ ア の サ ン・プ ロ ス ぺ ロ 聖 堂 プ ラ ト ネ ー リ 家 礼 拝 堂 に

設 置 さ れ た 。  
1 4  C .  S t e i n h a r d t - H i r s c h ,  C o r r e g g i o s  » N o t t e « :  E i n  M e i s t e r w e r k  d e r  i t a l i e n i s c h e n  

R e n a i s s a n c e ,  M ü n c h e n ,  B e r l i n ,  2 0 0 8 .  
1 5  S .  E .  S w i t z e r ,  C o r r e g g i o  a n d  S a c r e d  I m a g e ,  C o l u m b i a ,  2 0 1 2 .  
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コ レ ッ ジ ョ 像 の 一 端 を 補 っ て い く 。  

 

二 ． 本 考 察 の 位 置 付 け  

画 家 が 1 5 2 0 - 2 1 年 に 制 作 し た サ ン ・ ジ ョ ヴ ァ ン ニ ・ エ ヴ ァ ン ジ ェ リ ス

タ 聖 堂 の 天 井 画 は 、主 題（ 図 像 ）解 釈 が 盛 ん に 行 わ れ る 一 方 、中 央（ ロ ー

マ ） の 芸 術 と の 関 係 や パ ル マ 大 聖 堂 の 天 井 画 へ の 展 開 と い っ た 観 点 か ら

様 式 ・ 表 現 に も 着 目 さ れ る 、 彼 の 作 品 の 中 で も 比 較 的 、 多 方 向 か ら 検 討

さ れ て き た 作 品 で あ る 。 図 像 の 意 味 解 釈 を 行 っ た 先 行 研 究 の 多 く が 典 拠

と な る テ ク ス ト と の 照 合 に 主 眼 を 置 く の に 対 し 、 一 章 に 述 べ た 問 題 意 識

か ら 筆 者 は 、 典 礼 と の 関 係 、 聖 堂 の 建 築 形 体 と の 関 係 、 観 者 の 観 察 点 、

観 者 へ の 効 果 、 コ レ ッ ジ ョ の 手 法 等 、 こ れ ま で 別 個 に 論 じ ら れ た 論 点 を

総 合 し な が ら 作 品 の 解 釈 を 試 み た 1 6。そ の 結 果 、単 に 典 拠 に 基 づ い て イ メ

ー ジ を 忠 実 に 再 現 す る と い う 以 上 に 、 課 さ れ た 主 題 に 備 わ る 意 味 内 容 を

勘 案 し 、 建 築 空 間 を 活 用 し て 、 そ の 場 に 立 つ 観 者 （ 外 陣 ／ 内 陣 に 立 つ 一

般 信 徒 ／ 修 道 士 ） そ れ ぞ れ に 適 し た 形 体 を 与 え よ う と し た 画 家 の 取 り 組

み が 認 め ら れ た 。  

ま た 、 パ ル マ や マ ン ト ヴ ァ な ど の 北 イ タ リ ア の 小 都 市 を 活 動 の 拠 点 と

し 、 生 涯 、 地 元 の エ ミ リ ア 地 方 を 離 れ る こ と が な か っ た コ レ ッ ジ ョ と 、

当 時 の 芸 術 ・ 文 化 の 中 心 地 で あ っ た ロ ー マ と の 関 係 は 、 彼 の 様 式 を 論 じ

る 上 で 常 に 問 題 と さ れ る 。 特 に 、 ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ や ラ フ ァ エ ッ ロ の 様 式

的 影 響 ・ 形 体 的 借 用 の 認 め ら れ る 本 作 品 は 、 コ レ ッ ジ ョ の ロ ー マ 旅 行 を

否 定 し た ヴ ァ ザ ー リ に 対 し 、 メ ン グ ス 以 来 、 そ の 証 左 と し て 常 に 引 合 い

に 出 さ れ る 作 品 で も あ る 1 7。た と え ば 、本 作 品 の キ リ ス ト 像 及 び 雲・光 の

表 現 は 、 ラ フ ァ エ ッ ロ の 《 キ リ ス ト の 変 容 》（ 1 5 1 8 - 2 0 年 ） と の 類 似 に お

い て 着 目 さ れ て き た 1 8。だ が そ れ は 、単 に 形 体 的・様 式 的 な 借 用 関 係 に 留

                                                   
1 6  拙 論 、「 パ ル マ 、 サ ン ・ ジ ョ ヴ ァ ン ニ ・ エ ヴ ァ ン ジ ェ リ ス タ 聖 堂 の 天 井 画 に

つ い て の 一 解 釈 ―典 礼 に お け る 機 能 と コ レ ッ ジ ョ の 創 意 と の 関 わ り か ら 」『 美

術 史 』 第 1 7 7 冊 、 美 術 史 学 会 、 2 0 1 4 年 、 8 3 - 9 9 頁 。  
1 7  そ れ ゆ え 本 作 品 は 、マ ニ エ リ ス ム や プ ロ ト・バ ロ ッ ク の 萌 芽 を も 見 い 出 さ れ

る 揺 れ 幅 の 大 き い コ レ ッ ジ ョ の 様 式 変 遷 に お い て 、真 に 古 典 主 義 的 な 作 品 と し

て 位 置 付 け ら れ る 。R .  Ta s s i ,  L a  c u p o l a  d e l  C o r r e g g i o  n e l  D u o m o  d i  P a r m a ,  M i l a n o ,  

1 9 6 8 ,  p p .  7 8 - 8 8 .  
1 8  J .  S h e a r m a n ,  “ R a p h a e l ’ s  C l o u d s ,  a n d  C o r r e g g i o ’ s ” ,  i n  S t u d i  s u  R a f f a e l l o :  A t t i  
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ま る 問 題 で は な く 、 画 家 が 、 終 末 に お け る 神 の 栄 光 に 関 わ る 「 変 容 ／ 再

臨 」の 主 題 内 容 の 重 な り を 理 解 し た 上 で の 借 用 で あ り 1 9、さ ら に 、「 変 容 」

の キ リ ス ト を 、 再 び こ の 世 に 来 臨 す る キ リ ス ト を 予 示 す る 姿 と し て 、 ま

た 、 終 末 に お け る 祝 福 さ れ た 人 間 の 復 活 し た 姿 と し て 捉 え た 神 学 的 解 釈

の 伝 統 を 踏 ま え た 上 で の 借 用 で あ っ た 2 0。つ ま り 、コ レ ッ ジ ョ が ラ フ ァ エ

ッ ロ 作 品 の 形 体 を 踏 襲 し た 背 景 に は 、 両 作 品 の 主 題 に 関 わ る 神 学 的 解 釈

及 び キ リ ス ト 教 的 図 像 の 伝 統 に つ い て の 画 家 の 深 い 理 解 が あ り 、 こ の 図

像 形 式 が 、 本 聖 堂 全 体 の 図 像 プ ロ グ ラ ム に 置 か れ た と き 適 切 に 機 能 す る

も の で あ っ た た め に 採 用 さ れ た の で あ る 。  

こ の よ う に 、筆 者 は こ れ ま で に 、観 者 の 観 察 点 を 利 用 し た 図 像 の 転 換 、

主 題 の 意 味 内 容 を 勘 案 し た 形 体 の 借 用 と い っ た 観 点 か ら 、 本 作 品 に お け

る コ レ ッ ジ ョ の 創 意 を 考 察 し た 。 以 下 で は 、 未 だ 十 分 な 考 察 を 行 っ て い

な い 問 題 ― ― イ リ ュ ー ジ ョ ニ ズ ム と 観 者 の 体 験 と い う 点 を 取 り 上 げ た い 。

本 作 品 の 重 要 な 論 点 の 一 つ と し て 、 現 実 空 間 と 絵 画 空 間 と の あ い だ に 連

続 性 を 確 立 し よ う と し た 先 例 の な い 包 括 的 イ リ ュ ー ジ ョ ニ ズ ム の 問 題 が

あ る が 、 こ れ に つ い て 、 先 行 研 究 で は 、 そ の 着 想 源 は ど こ に あ る の か と

い っ た 観 点 か ら 議 論 さ れ て い た 。 そ れ に よ れ ば 、 1 7 世 紀 の 天 井 画 を 先 取

り す る よ う な 表 現 が 一 地 方 画 家 に よ っ て 単 独 に 突 発 的 に 生 み 出 さ れ た か

の よ う に 見 え る 背 景 に は 、メ ロ ッ ツ ォ・ダ・フ ォ ル リ（ 1 4 8 0 年 頃 ）、ザ ガ

ネ ッ リ 兄 弟 （ 1 5 0 0 年 頃 ）、 パ ル メ ッ ツ ァ ー ノ （ 1 5 0 0 年 頃 ） ら に よ る 北 イ

タ リ ア の 仰 視 法 を 用 い た 天 井 画 の 伝 統 が あ っ た 2 1。ま た 、描 か れ た 図 像 と

現 実 空 間 と の 間 に 関 係 を 成 り 立 た せ よ う と し た 点 で 、 ロ ー マ で 活 動 し て

い た ラ フ ァ エ ッ ロ の サ ン タ ・ マ リ ア ・ デ ル ・ ポ ポ ロ 聖 堂 内 キ ー ジ 礼 拝 堂

                                                   
d e l  C o n g r e s s o  i n t e r n a z i o n a l e  d i  s t u d i ,  U r b i n o - F i r e n z e ,  6 - 1 4  a p r i l e  1 9 8 4 ,  e d . ,  M .  

S .  H a m o u d ,  M .  L .  S t r o c c h i ,  1 9 8 7 ,  p p .  6 5 7 - 6 6 8 ,  特 に p p .  6 6 6 - 6 6 7 ;  D .  E k s e r d j i a n ,  

o p .  c i t . ,  1 9 9 7 ,  p .  1 0 0 ;  C .  S t e i n h a r d t - H i r s c h ,  o p .  c i t . ,  2 0 0 8 ,  p .  1 5 5 ;  M .  C .  C h i u s a ,  
G l i  a f f r e s c h i  d i  C o r r e g g i o ,  M i l a n o ,  2 0 0 8 ,  p .  1 1 2 .  
1 9  J .  S h e a r m a n ,  a r t .  c i t . ,  1 9 8 7 ,  p p .  6 6 6 - 6 6 7 .  
2 0  拙 論 、「 パ ル マ 、 サ ン ・ ジ ョ ヴ ァ ン ニ ・ エ ヴ ァ ン ジ ェ リ ス タ 聖 堂 の 天 井 画 に

お け る 《 キ リ ス ト の 再 臨 》 ―「 変 容 」 と 「 復 活 」 と の 関 係 に つ い て ―」『 美 学 』

2 4 7 号 、 美 学 会 、 2 0 1 5 年 、 2 5 - 3 6 頁 。  
2 1  J .  S h e a r m a n ,  “ C o r r e g g i o ’ s  I l l u s i o n i s m ” ,  i n  L a  p r o s p e t t i v a  r i n a s c i m e n t a l e :  

c o d i f i c a z i o n i  e  t r a s g r e s s i o n i ,  a t t i  d e l  c o n v e g n o  i n t e r n a z i o n a l e  d i  s t u d i  ( M i l a n o  1 1 -

1 5 ,  o t t o b r e ,  1 9 7 7 ) ,  a  c u r a  d i  M .  D  E m i l i a n i ,  F i r e n z e ,  1 9 8 0 ,  p p .  2 8 1 - 2 9 4 .  
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の 天 井 画 （ 1 5 1 6 年 頃 ） の 構 想 に 先 例 が 見 い 出 せ る 2 2。 他 方 で 、 雲 の モ テ

ィ ー フ を 画 面 全 体 に 用 い た 構 成 に 関 し て は 、 当 時 イ タ リ ア で 上 演 さ れ て

い た 聖 史 劇 と の 関 連 も ま た 検 討 さ れ る 2 3。  

こ れ に 対 し て 本 稿 で は 、 特 に 、 天 井 画 の 図 像 が そ れ を 眺 め る 信 徒 に い

か に 作 用 し た か と い う 点 に 留 意 し て 、 本 作 品 と 宗 教 建 築 の 装 飾 に 適 っ た

祈 念 の た め の 機 能 と の 関 わ り を 考 察 す る 。 な お 、 以 前 に も 、 本 作 品 が 観

者 に 与 え る 動 的 体 験 や 、 画 家 の 用 い た 手 法 に よ っ て も た ら さ れ る 観 者 へ

の 効 果 を 論 じ た こ と が あ る が 2 4、こ こ で は 、伝 統 的 な キ リ ス ト 教 的 図 像 を

考 慮 に 入 れ な が ら（ 三 － 一 ）、ま た 、よ り 包 括 的 な 視 野 か ら コ レ ッ ジ ョ の

こ の 時 期 の 創 作 活 動 へ と 位 置 付 け る こ と に よ っ て（ 三 － 二 ）、こ の 問 題 を

検 討 す る 。  

 

三 ． 観 者 の 視 覚 経 験  

（ 一 ） 身 廊 に 提 示 さ れ る キ リ ス ト 像  

外 陣 に 立 つ 一 般 信 徒 は 、 ド ー ム の 西 側 で 福 音 書 記 者 聖 ヨ ハ ネ が そ う す

る の と 同 様 に 、自 ら の 頭 上 で「 キ リ ス ト の 再 臨 」を 体 験 す る 。だ が 、画 家

は 、 複 数 の 観 察 点 を 想 定 し 、 観 者 と の 距 離 に 応 じ て 眺 望 が 変 化 す る よ う

画 面 を 構 成 し た た め 、 聖 堂 内 の ど こ か ら で も キ リ ス ト の 全 身 像 が 望 め る

と い う わ け で は な い 。例 え ば 、内 陣 か ら あ る 程 度 離 れ た 地 点 で は 、「 昇 天 」

の キ リ ス ト を 喚 起 さ せ る 足 先 の み が 覗 く 画 面 が 与 え ら れ る （ 図 6）。  

「 昇 天 」 の 図 像 類 型 の 中 に は 、 上 半 身 が 隠 さ れ 、 下 半 身 や 脚 の み が 見

え て い る よ う な 表 現 が 存 在 す る 2 5（ 図 5）。即 ち 、「 雲 に 覆 わ れ て 彼 ら の 目

か ら 見 え な く な っ た 」（ 使 徒 1 : 9）こ と を 強 調 す る 型 で あ る 2 6。サ ン・ジ ョ

                                                   
2 2  I b i d e m ,  p p .  2 8 1 - 2 9 4 .  
2 3  I b i d e m ,  p p .  2 9 2 - 2 9 3 ;  A .  B u c c h e r i ,  T h e  S p e c t a c l e  o f  C l o u d s ,  1 4 3 9 - 1 6 5 0 :  I t a l i a n  

A r t  a n d  T h e a t r e ,  A s h g a t e ,  2 0 1 4 ,  p p .  5 7 - 7 0 .  特 に p p .  6 4 - 6 5 .    
2 4  拙 論 、 2 0 1 4 年 、 9 1 - 9 4 頁 。  
2 5  雲 の 中 に 消 え か か っ て い く 「 昇 天 」 図 像 に 関 し て は 特 に 、 M .  S c h a p i r o ,  “ T h e  

I m a g e  o f  t h e  D i s a p p e a r i n g  C h r i s t :  t h e  A s c e n s i o n  i n  E n g l i s h  A r t  A r o u n d  t h e  Ye a r  

1 0 0 0 ” ,  i n  G a z e t t e  d e s  B e a u x - A r t s ,  s e r .  6 ,  2 3 ,  1 9 4 3 ,  p p .  1 3 5 - 1 5 2 ;  R .  D e s h m a n ,  

“ A n o t h e r  L o o k  a t  t h e  D i s a p p e a r i n g  C h r i s t :  C o r p o r e a l  a n d  S p i r i t u a l  Vi s i o n  i n  E a r l y  

M e d i e v a l  I m a g e s ” ,  i n  T h e  A r t  B u l l e t i n ,  7 9 ( 3 ) ,  1 9 9 7 ,  p p .  5 1 8 - 5 4 6 .  
2 6  作 例 に つ い て は 以 下 の 論 文 を 参 照 。 秋 山 聰 、「 足 跡 と 足 裏 の 図 像 学 ―デ ュ ー

ラ ー の 足 裏 へ の 執 着 を め ぐ る 一 試 論 」、『 S PA Z I O』、 第 7 0 号 、 2 0 1 1 年 。  
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ヴ ァ ン ニ ・ エ ヴ ァ ン ジ ェ リ ス タ 聖 堂 の 天 井 画 の 場 合 、 主 題 と し て 選 択 さ

れ た の は 「 昇 天 」 で は な く 「 再 臨 」 で あ る が 、 聖 書 の テ ク ス ト に は 従 わ

ず 、「 雲 に 乗 っ て 来 ら れ る 」（ 黙 1 : 7）は ず の キ リ ス ト が 雲 に 乗 っ た 姿 で は

描 か れ て い な い 。 ま た 、 再 臨 の キ リ ス ト が 座 す 「 周 り に は エ メ ラ ル ド の

よ う な 虹 」（ 黙 3 : 3） の 輝 く 玉 座 も な い 。 そ れ ゆ え 、 彼 の 下 半 身 は こ れ ら

の モ テ ィ ー フ に 隠 さ れ る こ と な く 露 わ に さ れ 、 観 者 が 距 離 を 持 っ て ド ー

ム を 眺 め る と き 、 建 築 ア ー チ に よ っ て キ リ ス ト の 上 半 身 が 切 り 取 ら れ 、

上 述 の 「 消 え て い く 昇 天 」 図 像 と 重 な る 、 脚 だ け を 見 せ る キ リ ス ト 像 が

現 れ る の で あ る 。 両 脚 の み を 描 く 「 昇 天 」 の 図 像 的 伝 統 を 踏 ま え た 画 家

が 、 聖 堂 の 建 築 空 間 を 利 用 し て 、 信 徒 が あ る 地 点 に 立 っ た 時 に 限 り 、 こ

の 型 の 像 を 認 め ら れ る よ う に 、 宙 に 浮 か ぶ キ リ ス ト の 姿 を 構 想 し た の だ

と す れ ば 、 そ の 下 半 身 だ け の 図 像 ― ― 言 い 換 え る と 、 不 完 全 な か た ち で

し か キ リ ス ト を 見 る こ と の で き な い と 思 わ れ る こ の 眺 望 も ま た 、 シ ア マ

ン が 最 も 自 然 な 観 察 点 と し た 交 差 部 空 間 の 入 り 口 に 向 け ら れ た 眺 望 と 同

様 に 、 コ レ ッ ジ ョ に よ っ て 意 図 的 に 提 示 さ れ た 一 つ の イ メ ー ジ と し て 捉

え ら れ る の で は な い だ ろ う か （ ち な み に 、 後 年 コ レ ッ ジ ョ が 制 作 し た パ

ル マ 大 聖 堂 の 天 井 画 に お い て も 、《 聖 母 被 昇 天 》の キ リ ス ト 像 は 観 者 の 視

点 と 連 動 し て 脚 先 か ら 徐 々 に 姿 を 現 す ）。  

デ ッ シ ュ マ ン に よ れ ば 、「 消 え て い く キ リ ス ト の 昇 天 」図 像 を 採 用 し た

1 1 世 紀 の 写 本 に お い て 、観 者 は 、画 中 に 描 か れ た 使 徒 た ち と 同 じ よ う に 、

挿 絵 を 通 し て 自 ら の 目 の 前 で 消 え て い く キ リ ス ト を 眺 め る こ と に な る 。

そ れ に よ っ て 、 観 者 、 即 ち 、 肉 体 を 持 っ た キ リ ス ト を 見 る こ と が で き な

か っ た 信 徒 に 、 使 徒 た ち を 模 範 と し て 、 霊 的 な 眼 で 天 上 世 界 の キ リ ス ト

を 観 想 す る こ と を 求 め た の で あ る 2 7 。 こ れ と 同 じ 図 像 形 式 が 提 示 さ れ る

サ ン ・ ジ ョ ヴ ァ ン ニ ・ エ ヴ ァ ン ジ ェ リ ス タ 聖 堂 の 身 廊 に お け る 観 者 、 つ

ま り 、 キ リ ス ト の 脚 の み を 眺 め る 一 般 信 徒 に 対 し て も 、 こ う し た 働 き か

け が 意 図 さ れ た 可 能 性 は あ る 。 内 陣 か ら 一 定 の 距 離 を 隔 て て 立 つ 一 般 信

徒 は 、「 脚 」と い う キ リ ス ト の 人 間 的 部 位 を 通 し て 、そ の 位 置 か ら 見 る こ

                                                   
2 7  R .  D e s h m a n ,  a r t .  c i t . ,  1 9 9 7 ,  p p .  5 3 4 - 5 3 5 .  
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と の で き な い 彼 の 上 半 身 （ ＝ 神 性 ） を 想 像 す る よ う 促 さ れ る の で あ る 。  

本 聖 堂 で は こ の 図 像 が 空 間 的 に 展 開 さ れ る た め 、 さ ら に 距 離 を 隔 て る

と 、そ の 脚 さ え も 見 え な く な っ て し ま う（ 図 4）。こ の 地 点 で の 観 者 に は 、

画 面 に 残 さ れ た 数 人 の 使 徒 と 、 彼 ら の 乗 る 雲 の か た ま り 、 ま た 、 こ れ ら

を 照 ら し 出 す 神 的 な 光 と い う 限 定 的 な モ テ ィ ー フ の み を 見 て 、 形 す が た

を 見 る こ と は で き な い が 、 た し か に こ の 空 間 に 臨 在 す る キ リ ス ト を 感 じ

取 る こ と が 要 求 さ れ た の だ ろ う 。  

 内 陣 に 近 づ く に 従 っ て 、 徐 々 に 上 半 身 を 顕 わ す キ リ ス ト の 図 像 と 出 会

う 信 徒 は 、 彼 の 昇 天 に 立 ち 会 っ た 弟 子 た ち に 天 使 が 告 げ た 言 葉  [あ な た

が た か ら 離 れ て 天 に 上 げ ら れ た イ エ ス は 、 天 に 行 か れ る の を あ な た が た

が 見 た の と 同 じ 有 様 で 、 ま た お い で に な る ]  （ 使 徒 1 : 1 1） を 身 を も っ て

体 験 す る こ と に な る （ 図 7）。 薄 暗 い 聖 堂 の な か 、 キ リ ス ト の 全 身 像 が 金

色 の 光 に 染 め ら れ た 雲 を 背 景 に ぼ ん や り と 浮 か び 上 が る が 、「 光 と 雲 」の

モ テ ィ ー フ は 、 光 背 の 成 立 と も 密 接 に 関 係 す る 「 キ リ ス ト の 神 性 」 を 表

す モ テ ィ ー フ で あ っ た 2 8。本 聖 堂 の 交 差 部 空 間 へ の 入 り 口 に 立 つ 観 者 は 、

そ の 人 性 を 象 徴 す る 脚 を 含 め て 、 神 性 を 象 徴 す る 光 輝 に 包 ま れ た キ リ ス

ト の 全 身 像 を 眺 め る の で あ る 。 昇 天 後 か ら 現 在 に 至 る ま で 、 肉 眼 で は も

は や 見 る こ と の 叶 わ な い キ リ ス ト に 、 人 間 は 信 仰 に よ っ て 、 浄 化 さ れ た

霊 的 な 眼 で も っ て 再 び 会 う こ と が 許 さ れ る 2 9。そ し て 、最 後 の 審 判 が 下 さ

れ る キ リ ス ト 再 臨 の 日 に は 、 本 聖 堂 の ド ー ム に 描 か れ た キ リ ス ト 像 と 対

面 す る 観 者 が 経 験 す る よ う に 、 信 徒 は 肉 眼 で 、 そ し て 永 遠 に 、 人 で あ り

神 で あ る キ リ ス ト を 見 る こ と が 可 能 と な る の で あ る  [心 の 清 い 人 々 は 幸

い で あ る 、 そ の 人 た ち は 神 を 見 る （ マ タ 5 : 8） ]。  

 

 

                                                   
2 8  雲 と マ ン ド ル ラ の 形 成 に 関 し て は O .  B r e n d e l ,  “ T h e  O r i g i n  a n d  M e a n i n g  o f  t h e  

M a n d o r l a ” ,  i n  G a z e t t e  d e s  B e a u x - A r t s ,  X X V,  8 6 ,  1 9 4 4 ,  p p .  5 - 2 3 .  そ の 他 、 雲 の

モ テ ィ ー フ に 関 す る 意 味 や 作 例 に つ い て は 、以 下 の 文 献 も 参 照 。辻 佐 保 子『 ビ

ザ ン テ ィ ン 美 術 の 表 象 世 界 』、 岩 波 書 店 、 1 9 9 3 年 、 3 9 7 - 4 2 7 頁 ;  C ,  K .  K l e i n b u b ,  

Vi s i o n  a n d  T h e  Vi s i o n a r y  i n  R a p h a e l ,  P e n n s y l v a n i a ,  2 0 1 1 ,  p p .  1 0 - 4 5 ;  A .  B u c c h e r i ,  

o p .  c i t . ,  2 0 1 4 .  
2 9  R .  D e s h m a n ,  a r t .  c i t . ,  1 9 9 7 ,  p p .  5 3 3 - 5 3 4 .  こ の よ う な 解 釈 に 関 し て デ ッ シ ュ

マ ン は 、詩 篇 注 解 (第 1 0 9 編 )等 に 示 さ れ る ア ウ グ ス テ ィ ヌ ス の 見 解 を 参 照 す る 。 
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（ 二 ） 1 5 1 0 - 2 0 年 代 の コ レ ッ ジ ョ 絵 画 と 《 ヨ ハ ネ の 召 天 》  

 内 陣 に 立 つ 観 者 は 、「 ヨ ハ ネ 」 と 「 ヨ ハ ネ の も と に 顕 現 し た キ リ ス ト 」

と い う 二 つ の 対 象 を 見 る こ と に な る（ 図 8）。言 葉 を 換 え れ ば 、「 キ リ ス ト

の 再 臨 ／ ヨ ハ ネ の 召 天 」 を 描 い た サ ン ・ ジ ョ ヴ ァ ン ニ ・ エ ヴ ァ ン ジ ェ リ

ス タ 聖 堂 の 天 井 画 は 、 身 廊 側 に 向 け ら れ る 「 再 臨 」 の 図 像 を 、 福 音 書 記

者 聖 ヨ ハ ネ の ヴ ィ ジ ョ ン と し て 表 し た 作 品 で あ る と 言 え る 3 0 。 こ の 天 井

画 以 降 、 1 5 2 0 年 代 半 ば に コ レ ッ ジ ョ が 制 作 し た 絵 画 作 品 に も ま た 、 聖 な

る 存 在（ キ リ ス ト 、聖 母 、天 使 な ど ）を 、同 一 画 面 内 に 登 場 す る 聖 人 の 内

面 的 ヴ ィ ジ ョ ン と し て 提 示 し た 本 作 品 と 同 様 の 手 法 が 認 め ら れ る 。  

《 聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス の 聖 母 》（ 図 9）に お い て は 、「 聖 会 話 」形 式 を 踏

襲 し な が ら 、忘 我 の 状 態 に あ る 聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス と 聖 ロ ク ス の「 幻 視 」

と し て 聖 母 子 が 表 さ れ る 。 シ ア マ ン は 、 彼 ら が 共 に 「 ひ と つ の 幻 視 を 経

験 し て お り 、 一 方 は 夢 の 中 で 、 も う 一 方 は 殉 教 の エ ク ス タ シ ー の 中 で 、

天 国 の 中 か ら の 、 聖 母 子 の 瞬 間 的 か つ 突 然 の 顕 現 を 幻 視 し て い る 」 こ と

を 指 摘 す る 3 1。画 面 の 大 部 分 を 占 め る 、明 確 な 形 態 を 持 た な い 雲 と 段 階 的

に 移 行 す る 黄 金 色 の 光 、基 軸 の な い 不 安 定 な 空 間 に 配 さ れ た 人 物 た ち と 、

彼 ら に 当 た る 光 と 影 の 交 錯 を 用 い て 、 こ の 瞬 間 の 緊 張 感 が 伝 え ら れ る と

と も に 、 神 的 存 在 と 交 感 し 恍 惚 状 態 に あ る 人 物 の 精 神 状 況 が 引 き 立 て ら

れ て い る 。  

ま た 、《 四 聖 人 の 殉 教 》（ 図 1 0） に お い て 画 家 は 、 素 描 で は 構 図 の 中 央

に 描 い た 棕 櫚 の 冠 を 手 に 持 つ 天 使 を 、 完 成 作 で は 右 端 へ と 移 し 、 そ れ に

伴 っ て 対 角 線 を 基 調 と し た 構 図 へ と 修 正 す る こ と で 、 天 使 を 仰 ぎ 見 る 二

人 の 聖 人 の 眼 差 し を 際 立 た せ た 。 そ こ で は 、 天 使 は も は や 、 単 に 信 仰 者

の 勝 利 を 暗 示 す る た め に 挿 入 さ れ た モ テ ィ ー フ で は な く 、 死 の 瞬 間 、 剣

を 突 き 立 て ら れ て 法 悦 状 態 に 陥 っ た 聖 プ ラ キ ド ゥ ス と 聖 女 フ ラ ウ ィ ア の

                                                   
3 0  ド ー ム 西 端 に 描 か れ た ヨ ハ ネ を 中 心 に 展 開 す る 図 像 に 関 し て 、 先 行 研 究 で

は 解 釈 が 大 き く 二 つ に 分 か れ て い た が 、そ れ を「 ヨ ハ ネ の 召 天 」と 理 解 す る に

せ よ 、「 パ ト モ ス 島 の ヨ ハ ネ の 幻 視 」 と 理 解 す る に せ よ 、 ヨ ハ ネ の 視 覚 を 介 し

て 、つ ま り 、ヨ ハ ネ と い う 個 人 に 与 え ら れ た 幻 視 と し て キ リ ス ト が 表 さ れ た と

い う 見 解 は 、 両 者 と も に 共 通 す る 。  

3 1  J .  シ ア マ ン 『 オ ン リ ー ・ コ ネ ク ト ― イ タ リ ア ・ ル ネ サ ン ス に お け る 美 術 と

観 者 』 足 達 薫 ・ 石 井 朗 ・ 伊 藤 博 明 訳 、 あ り な 書 房 、 2 0 0 8 年 、 1 7 2 頁  ( O n l y  

C o n n e c t :  A r t  a n d  t h e  S p e c t a t o r  i n  t h e  I t a l i a n  R e n a i s s a n c e ,  P r i n c e t o n ,  1 9 9 2 . )。  
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み に 見 え る 存 在 と し て 描 か れ て い る （ 死 刑 執 行 人 は そ れ に 全 く 気 付 い て

い な い ）。  

こ れ ま で の 様 式 論 的 考 察 に お い て 、 サ ン ・ ジ ョ ヴ ァ ン ニ ・ エ ヴ ァ ン ジ

ェ リ ス タ 聖 堂 の 天 井 画 と 、コ レ ッ ジ ョ が 1 5 2 0 年 代 前 半 の 絵 画 作 品 に お い

て 使 用 し た 造 形 的 手 法・言 語 と を 関 連 づ け た 考 察 は 全 く 行 わ れ て い な い 。

だ が 、 後 年 の 《 聖 ヒ エ ロ ニ ム ス の 聖 母 》（ 図 1） や 《 聖 ゲ オ ル ギ ウ ス の 聖

母 》（ 1 5 3 0 年 頃 ）に お い て は 、《 聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス の 聖 母 》の よ う に「 聖

会 話 」 を 主 題 と し な が ら も 、 個 人 の 内 面 体 験 に 焦 点 を 当 て た 手 法 （ 人 間

と 、 そ の 人 の 見 る 幻 視 の 対 象 を 画 面 の 上 下 に 配 し 、 雲 と 光 の モ テ ィ ー フ

に よ っ て そ れ ら を 分 離 す る と 同 時 に 、 幻 視 を 見 る 人 物 を 介 し て 観 者 を 神

的 存 在 と 結 び 付 け る 手 法 ） は も は や 使 用 さ れ ず 、 聖 人 を 介 さ ず 、 直 接 観

者 を 画 面 に 取 り 込 も う と す る 試 み が 示 さ れ る 。 こ の 変 遷 を 踏 ま え る と 、

神 と 人 間 を い か に 関 係 付 け る か 、 画 像 を 介 し て い か に 観 者 を 神 的 世 界 へ

と 誘 う か と い う 問 題 は 、 絵 画 ／ 建 築 装 飾 と い う 媒 体 を 問 わ ず 、 1 5 2 0 年 以

降 一 貫 し て コ レ ッ ジ ョ の 関 心 の 対 象 と な っ て い た と 理 解 さ れ る 。  

サ ン ・ ジ ョ ヴ ァ ン ニ ・ エ ヴ ァ ン ジ ェ リ ス タ 聖 堂 の 天 井 画 に お い て 近 接

し た 視 点 か ら 捉 え ら れ た ヨ ハ ネ は 、 上 空 か ら の 光 線 に 鮮 や か に 照 ら し 出

さ れ 、 そ の 顔 に 浮 か べ た 表 情 が ひ と き わ 目 を 引 く も の と な っ て い る 。 そ

れ は 、 描 か れ た 人 物 の 感 情 を 強 調 し 、 観 者 の 感 情 移 入 を 可 能 に す る 個 人

礼 拝 用 の 祈 念 画 に 通 ず る 取 り 組 み と 言 え る 。 本 作 品 を 制 作 す る 以 前 、 コ

レ ッ ジ ョ は 《 若 い キ リ ス ト 》 ( 1 5 1 2 年 )、《 聖 ア ン ト ニ ウ ス 》（ 図 1 1）、《 聖

ヒ エ ロ ニ ム ス 》 ( 1 5 1 7 - 1 8 年 )な ど 、比 較 的 小 さ な カ ン ヴ ァ ス に 人 物 の 半 身

像 を ク ロ ー ズ ア ッ プ で 捉 え た 作 品 を 多 数 制 作 し て い る 。 短 縮 法 を 用 い て

観 者 と 絵 画 を 結 び 付 け る こ の 構 図 は 、 そ こ に 描 か れ た 人 物 に 対 す る 共 感

を 引 き 起 こ し 私 的 な 観 想 へ と 観 る 者 を 促 す 、 中 世 末 期 以 来 頻 繁 に 用 い ら

れ た 手 法 で あ っ た 3 2。こ の よ う な 初 期 作 品 で 用 い ら れ た 、あ る 種 の 状 態 に

置 か れ た 人 間 の 精 神 状 態 に 光 を 当 て た 手 法 は 、《 エ ッ ケ・ホ モ 》3 3（ 図 1 2）

                                                   
3 2  S .  R i n g b o m ,  I c o n  t o  N a r r a t i v e :  T h e  R i s e  o f  t h e  D r a m a t i c  C l o s e - u p  i n  F i f t e e n t h -

c e n t u r y  D e v o t i o n a l  P a i n t i n g ,  N e t h e r l a n d s ,  1 9 8 4 ,  p p .  1 1 - 7 1 .  
3 3  《 エ ッ ケ・ホ モ 》と 作 品 の 祈 念 的 機 能 に 関 し て は 、G .  P e r i t i ,  “ C o r r e g g i o ,  P r a t i  

e  l ’ E c c e  H o m o :  n u o v i  i n t r e c c i  i n t o r n o  a  p r o b l e m i  d i  d e v o z i o n e  n e l l a  P a r m a  

r i n a s c i m e n t a l e ” ,  i n  E m i l i a  e  M a r c h e  n e l  R i n a s c i m e n t o :  L ’ I d e n t i t à  v i s i v a  d e l l a  
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や 《 キ リ ス ト の 聖 顔 》 と い っ た 1 5 2 0 年 代 の 祈 念 画 、 さ ら に 、《 キ リ ス ト

の 哀 悼 》 ( 1 5 2 4 - 2 6 年 )や 《 四 聖 人 の 殉 教 》（ 図 1 0） な ど の 物 語 画 へ と 引 き

継 が れ て い く 。 こ う し た 物 語 画 の 要 素 と 祈 念 画 の 要 素 を 統 合 し よ う と し

た 1 5 2 0 年 代 半 ば の 探 求 3 4の 萌 芽 が 、 サ ン ・ ジ ョ ヴ ァ ン ニ ・ エ ヴ ァ ン ジ ェ

リ ス タ 聖 堂 の 《 ヨ ハ ネ の 召 天 》（ 図 8） に は 認 め ら れ る の で あ る 。  

こ れ ま で の 研 究 で は 、 本 作 品 の 形 体 ・ 様 式 的 側 面 は 主 と し て 、 ロ ー マ

と の 関 係 か ら 論 じ ら れ て き た 。 そ れ に 対 し 、 上 で 行 っ た よ う に 、 コ レ ッ

ジ ョ 自 身 の 創 作 活 動 に サ ン ・ ジ ョ ヴ ァ ン ニ ・ エ ヴ ァ ン ジ ェ リ ス タ 聖 堂 天

井 画 を 位 置 付 け て み る な ら ば 、 ド ー ム の 西 側 を 中 心 に 展 開 す る 《 ヨ ハ ネ

の 召 天 》 に は 、 1 5 1 0 年 代 に 制 作 し た 自 身 の 絵 画 作 品 、 特 に 祈 念 画 に お い

て 彼 が 用 い た 造 形 言 語 や 手 法 が 援 用 さ れ た と も 理 解 さ れ る 。 コ レ ッ ジ ョ

が 本 作 品 に お い て 当 時 の 最 新 の 芸 術 様 式 を 取 り 入 れ 、 自 ら の 作 品 に 適 用

し た と い う 従 来 の 見 解 に 異 論 は な い が 、 そ こ に は ま ず 、 画 家 が 一 貫 し て

抱 き 続 け た 「 人 間 を 不 可 視 の 神 と い か に 結 ぶ か 」 と い う 関 心 が あ る 。 ま

た 、 宗 教 建 築 の 装 飾 と し て 天 井 画 に 求 め ら れ た 典 礼 ・ 祈 念 上 の 機 能 を 果

た す た め に 、 い か に し て 本 作 品 の 主 題 や 建 築 空 間 を 活 用 す る か と い う 課

題 に 向 き 合 っ た こ と は 看 過 す べ き で な い 。 そ れ ら を 勘 案 し た 上 で 、 ロ ー

マ の 様 式 は 採 用 さ れ た と 思 わ れ る 。  

 

四 ． お わ り に  

コ レ ッ ジ ョ は 、 サ ン ・ ジ ョ ヴ ァ ン ニ ・ エ ヴ ァ ン ジ ェ リ ス タ 聖 堂 の 天 井

画 に お い て 、 過 去 に 自 ら が 使 用 し た 手 法 や ロ ー マ の 芸 術 様 式 を 取 捨 選 択

し な が ら 、主 題 の 意 味 内 容 、建 築 的 特 性 、観 者 へ の 視 覚 的 効 果 、典 礼・礼

拝 に お け る 機 能 な ど 、作 品 を 取 り 巻 く 様 々 な 諸 要 素 を 緊 密 に 関 連 付 け て 、

宗 教 空 間 に 適 し た 一 つ の 造 形 表 現 を 成 り 立 た せ て い た 。 こ こ に も ま た 、

こ の 画 家 の 祈 念 画 や 祭 壇 画 に ス ウ ィ ッ ツ ァ ー が 認 め た よ う な 3 5 、 可 視 的

な 画 像 を 介 し て 信 徒 の 視 覚 経 験 を 誘 導 し 、 不 可 視 の 神 の 認 識 へ と 至 ら せ

                                                   
‘ P e r i f e r i a ’ ,  G .  P e r i t i  ( a  c u r a  d i ) ,  B e r g a m o ,  2 0 0 5 ,  p p .  1 8 1 - 2 1 4 .  
3 4  A .  M u z z i ,  “ L’ e s p r e s s i o n e  d e l  d o l o r e  i n  a l c u n e  o p e r e  d e l  C o r r e g g i o  d e g l i  a n n i  

v e n t i ” ,  i n  D i a l o g h i  d i  S t o r i a  d e l l ’ A r t e ,  1 ,  1 9 9 5 ,  p p .  1 3 4 - 1 4 5 .   
3 5  S .  E .  S w i t z e r ,  o p .  c i t . ,  2 0 1 2 .  
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よ う と し た コ レ ッ ジ ョ の 芸 術 的 試 み の 一 端 を 読 み 取 る こ と が で き る 。  

こ う し た 画 家 の 芸 術 表 現 の 探 求 は 、 パ ル マ 大 聖 堂 の 天 井 画 を は じ め 、

《 聖 ヒ エ ロ ニ ム ス の 聖 母 》（ 図 1）、《 羊 飼 い の 礼 拝 》（ 図 2）、《 ス ー プ 皿 の

聖 母 》 等 の 1 5 2 0 年 代 後 半 か ら 3 0 年 頃 の 大 祭 壇 画 制 作 へ と 引 き 継 が れ て

い く 。 晩 年 に は 、 パ ル マ か ら マ ン ト ヴ ァ へ と 主 な 活 動 の 拠 点 を 移 し 、 マ

ン ト ヴ ァ 公 フ ェ デ リ コ・ゴ ン ザ ー ガ 二 世 ( 1 5 0 0 - 1 5 4 0 )と そ の 母 イ ザ ベ ッ ラ・

デ ス テ ( 1 4 7 4 - 1 5 3 9 )の も と で 、 そ の 芸 術 的 特 質 を 遺 憾 な く 発 揮 し た 神 話 画

及 び 寓 意 を 題 材 と す る 一 連 の 絵 画 作 品 を 制 作 し た 。 そ れ ま で の 画 業 で 中

心 的 に 従 事 し て き た キ リ ス ト 教 的 主 題 で は な く 、 異 教 の 神 々 を 描 い た こ

れ ら の 作 品 に お い て も 、 例 え ば 、 縦 長 の カ ン ヴ ァ ス の 形 状 と 対 作 品 形 式

の フ ォ ー マ ッ ト を 利 用 し な が ら 、 ギ リ シ ア 神 話 の 神 ユ ピ テ ル と 人 間 の 愛

の 物 語 を 借 り て 、 神 と 個 人 の 魂 と の 神 秘 的 合 一 3 6 を 描 き 出 そ う と す る 試

み が 見 ら れ る 点（《 イ オ ／ ガ ニ ュ メ デ ス 》） 3 7、ま た 、同 一 空 間 に 既 に 設 置

さ れ て い た 他 の 絵 画 作 品 の 主 題 内 容 及 び 様 式 上 の 関 連 性 を 意 識 し つ つ 、

設 置 状 況 や 作 品 の 形 式 に お い て コ レ ッ ジ ョ に 特 別 に 与 え ら れ た 条 件 を 活

か す こ と で 、 課 さ れ た 主 題 の 意 味 を 視 覚 的 に 伝 え る 構 図 や 人 物 構 成 を 練

り 上 げ よ う と し た 過 程 が 窺 え る 点（《 美 徳 ／ 悪 徳 の 寓 意 》）3 8で 、そ れ ら に

                                                   
3 6  ガ ニ ュ メ デ ス を「 知 性 」の 象 徴 と 理 解 す る 新 プ ラ ト ン 主 義 的 解 釈 に つ い て は 、

E .  パ ノ フ ス キ ー『 イ コ ノ ロ ジ ー 研 究 』浅 野 徹 他 訳 、美 術 出 版 社 、 1 9 7 1 年 、 1 8 2

頁 。 コ レ ッ ジ ョ の 《 イ オ 》 に 関 す る 解 釈 に つ い て は 、 以 下 の 論 考 を 参 照 。 E .  

Ve r h e y e n ,  “ C o r r e g g i o ’ s  A m o r i  d i  G i o v e ” ,  i n  J o u r n a l  o f  t h e  Wa r b u r g  a n d  C o u r t a u l d  

I n s t i t u t e ,  v o l .  2 9 ,  1 9 6 6 ,  p p .  1 6 0 - 1 9 2 ,  特 に p p .  1 8 6 - 1 8 7 ;  L .  F r e e d m a n ,  “ C o r r e g g i o ’ s  

I o  a s  R e f l e c t i v e  o f  C i n q u e c e n t o  A e t h e t i c  N o r m s ” ,  i n  J a h r b u c h  d e r  

K u n s t h i s t o r i s c h e n  S a m m l u n g e n  i n  W i e n ,  L X X X I V,  1 9 8 8 ,  p p .  9 3 - 1 0 3 .  
3 7《 イ オ ／ ガ ニ ュ メ デ ス 》 の 設 置 状 況 に つ い て は 、 E .  Ve r h e y e n ,  a r t .  c i t . ,  1 9 6 6 ,  

p p .  1 6 0 - 1 9 2 .  コ レ ッ ジ ョ 1 5 3 0 年 頃 の 作《 レ ダ 》と《 ダ ナ エ 》も 同 じ 空 間 を 装 飾

す る た め に 制 作 さ れ た 。 素 描 か ら 、 当 初 、 画 家 は 「 ダ ナ エ 」 を 縦 長 の カ ン ヴ ァ

ス に 描 こ う と 模 索 し た こ と が 指 摘 さ れ る （ D .  E k s e r d j i a n ,  o p . c i t . ,  1 9 9 7 ,  p p .  2 8 4 -

2 8 8 .）。 最 終 的 に 、「 ガ ニ ュ メ デ ス 」 と 「 イ オ 」 が 縦 長 カ ン ヴ ァ ス に 選 択 さ れ た

の は 、こ れ ら の 組 み 合 わ せ が 対 を な す と き に 地 と 天 の 垂 直 性 、上 昇 と 下 降 の 運

動 を 際 立 た せ る も の と な り 、支 持 体 の 形 状 を 十 分 に 活 か す こ と が で き た か ら で

あ ろ う 。並 置 さ れ る と き 、《イ オ 》に お け る ユ ピ テ ル の 下 降 は 、《 ガ ニ ュ メ デ ス 》

の 上 昇 方 向 と の 対 比 的 な 関 係 の 中 で 現 れ る 。  
3 8イ ザ ベ ッ ラ ・ デ ス テ の ス ト ゥ デ ィ オ ー ロ 扉 口 両 側 の 内 壁 面 を 飾 っ た こ の 二 点

の 寓 意 画 は 、 構 図 、 人 物 の 構 成 、 姿 態 、 身 振 り 、 陰 影 な ど 諸 々 の 造 形 要 素 を 用

い て「 美 徳 ／ 悪 徳 」と い う 対 概 念 を 視 覚 的 に 示 す 。同 じ 部 屋 を 飾 っ た マ ン テ ー

ニ ャ 、 ペ ル ジ ー ノ 、 コ ス タ の 作 品 と の 関 係 に つ い て は 、 E .  V e r h e y e n ,  T h e  

P a i n t i n g s  i n  t h e  S t u d i o l o  o f  I s a b e l l a  d ’ E s t e  a t  M a n t u a ,  N e w  Y o r k ,  1 9 7 1 ;  S  

C a m p b e l l ,  C a b i n e t  o f  E r o s :  R e n a i s s a n c e  M y t h o l o g i c a l  P a i n t i n g  a n d  S t u d i o l o  o f  

I s a b e l l a  d ’ E s t e ,  L o n d o n ,  2 0 0 4 .  
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は 、 本 稿 で 扱 っ た サ ン ・ ジ ョ ヴ ァ ン ニ ・ エ ヴ ァ ン ジ ェ リ ス タ 聖 堂 の 天 井

画 を は じ め と す る 1 5 2 0 年 代 前 半 の 宗 教 画 に 通 底 す る 画 家 の 関 心 が 存 す

る よ う に 感 じ ら れ る 。  

従 来 の 研 究 で は 十 分 に 明 ら か に さ れ て こ な か っ た コ レ ッ ジ ョ の 総 合 的

な 構 想 に 光 を 当 て る た め 、 今 後 は 、 1 5 2 0 年 代 後 半 の 作 品 に つ い て も 新 し

い 研 究 方 法 を 取 り 入 れ 、 こ れ ま で 切 り 離 し て 取 り 上 げ ら れ て き た 作 品 を

取 り 巻 く 多 種 多 様 な 論 点 を 総 括 し な が ら 分 析 を 行 う こ と が 必 要 で あ る 。

こ の 新 た な 画 家 像 の 構 築 が 、 地 方 画 家 と し て ロ ー マ 芸 術 と の 従 属 関 係 に

置 か れ て き た 従 来 の コ レ ッ ジ ョ の 評 価 を 刷 新 す る と と も に 、 様 式 分 析 に

お い て 常 に 問 題 と さ れ て き た バ ロ ッ ク 芸 術 と の 関 係 や 、 イ タ リ ア 絵 画 史

に お け る 彼 の 位 置 付 け の 再 考 へ と つ な が っ て い く の で は な い だ ろ う か 。  

 

            

図 1  コ レ ッ ジ ョ              図 2  コ レ ッ ジ ョ  

《 聖 ヒ エ ロ ニ ム ス の 聖 母 》          《 羊 飼 い の 礼 拝 》 1 5 3 0 年 頃  

1 5 2 7 年 頃 、 パ ル マ 、 国 立 美 術 館        ド レ ス デ ン 、 国 立 美 術 館  

 

図 3  

コ レ ッ ジ ョ 、パ ル マ 、サ ン・ジ ョ ヴ ァ ン

ニ ・ エ ヴ ァ ン ジ ェ リ ス タ 聖 堂 の 天 井 画 、

1 5 2 0 - 2 1 年  
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図 4  外 陣 に 与 え ら れ る 眺 望 ①  

 

 

図 6  外 陣 に 与 え ら れ る 眺 望 ②    

 

  

図 7  外 陣 に 与 え ら れ る 眺 望 ③  

図 5  《 キ リ ス ト の 昇 天 》  

『 テ ィ ベ リ ウ ス 詩 篇 』  

1 0 5 0 年 頃 、 ロ ン ド ン 、 大 英 図 書 館  
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図 8 《 ヨ ハ ネ の 召 天 》             図 9  コ レ ッ ジ ョ  

（ 図 3 部 分 ）                《 聖 セ バ ス テ ィ ア ヌ ス の 聖 母 》  

1 5 2 4 - 2 6 年 、 ド レ ス デ ン 、 国 立 美 術 館  

        

図 1 0  コ レ ッ ジ ョ 《 四 聖 人 の 殉 教 》       図 1 1  コ レ ッ ジ ョ  

1 5 2 4 - 2 6 年 、 パ ル マ 、 国 立 美 術 館        《 聖 ア ン ト ニ ウ ス 》 1 5 1 7 年 頃  

                      カ ポ デ ィ モ ン テ 美 術 館  

 

図 1 2  コ レ ッ ジ ョ 《 エ ッ ケ ・ ホ モ 》 1 5 2 4 - 2 6 年 、 ロ ン ド ン 、 ナ シ ョ ナ ル ギ ャ ラ リ ー  

[図 版 出 典 ]  

図 1 ・ 2・ 3・ 8 ・ 9 ・ 1 0 ・ 1 1・ 1 2  

D .  E k s e r d j i a n ,  C o r r e g g i o ,  L o n d o n ,  1 9 9 7 .  

図 4 ・ 6・ 7  執 筆 者 撮 影  

図 5  G .  S c h i l l e r ,  I k o n o g r a p h i e  d e r  c h r i s t l i c h e n  K u n s t ,   

B d .  3 ,  G ü t e r s l o h ,  1 9 7 1 .  
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